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対象とする環境（化学種の存在や温度）を発光挙動変化として検出することで高感度な分析が期待で

きるため、これまでに様々な発光性センサーが開発されてきた 1)。本研究では、金属イオンの存在によ

って発光挙動が変化する化合物の開発を目的とした。金属イオンに対する代表的なキレート試薬である

エチレンジアミン四酢酸の部分構造を有するアントラセン誘導体を設計した。本化合物は、単独の状態

ではアミン部位がアントラセンを消光するために極めて弱い発光を示し、金属イオンとキレート形成し

た状態では非共有電子対が配位結合に使用されることで強く発光すると期待される。9-メチルアントラ

センを出発原料とし、N-ブロモスクシンイミドによるブロモ化を経由して目的化合物を合成した。以上

の詳細および得られた化合物の光化学物性を評価した結果を当日報告する。 
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